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兵庫県人事委員会事務局

ようこそ
兵庫へ！
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突然ですが・・・
皆さんに質問です！



あなたは、何のために働くの？

・お金を得るための手段？
・特技や資格を生かしたいから？
・子供の頃からの憧れ？
・みんなが働くから、なんとなく？

やりたいことを見つけるって
そんなに簡単じゃない。
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あなたは、何のために働くの？（続き）

仕事＝働くことを通じて、
あなたも、家族も、そして地域（社会）も
みんなが幸せになる？

皆さんに考えていただきたいこと

皆さんが考える仕事は、皆さんの周囲の人々や社会に
どんな変化や影響を与えているでしょうか。
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○県の仕事
政策を通じて、地域の課題を解決する＝県民を幸せにする仕事
【地域の課題（例）】高齢者の介護、子どもの保育や教育、

商店街活性化、地震・津波対策、道路整備 など
○政策とは、課題を解決する手段
・予算（税金）を使う
法律や条例による規制、補助金、行政指導、啓発などの手法も活用
・政策の受益者（顧客）≠コスト負担者
所得を再分配。社会的弱者を救済。共に生きる社会をつくる
公務員の仕事は、こうした政策をつくり実行すること

公務員として働く
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政策をつくり、実行するプロセス

Ⅲ 議論する
○協議 知事・市町長と、団体・住民と
○決定 議会で審議のうえ、議決

Ⅳ 実行する
※これで終わりではない

Ⅴ 実績を評価する
○議会や住民に実績を報告（公表）
○監査や決算審査

Ⅵ 再び考える
〇より良いものに見直す
＝ＰＤＣＡサイクル

Ⅰ 調べる
○ニーズ把握
(住民や企業の声、議会からの申入れ、
統計・アンケート調査など)

Ⅱ 考える
○課題の抽出
○目標の設定
(あるべき姿・望ましい水準)

○解決方法の検討
・具体的に（５Ｗ２Ｈ）
なぜ、いつ、誰が、どこで、何を、
どのように、いくらかけて

・方法：法律や条例による規制、
補助金、行政指導、啓発など
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政策を通じて、地域の課題を解決する点は同じ

違うのは

国・都道府県・市町村の違い

〇市町村 基礎的な地方公共団体（住民に身近な行政全般）
（例）消防、住民票、上下水道、ごみ処理、生活保護、小中学校など

〇都道府県 広域的な地方公共団体（市町村が処理できない事務）
（例）防災、警察、産業振興、環境保全、農業振興、児童福祉、

保健所、教育行政、県道、河川 など
〇国 全国統一的に、全国的規模・視点で実施すべき事務

（例）外交、防衛、司法、通貨、金融、年金 など



③ スケールの大きな仕事が可能

①「企画・立案」も「事業実施」も経験可能
（地域の課題解決にトータルに関われる＝成果を実感）

② 国よりも幅広い分野の中から、自分に合った仕事
を見出せる

兵庫県職員の特徴・魅力は？
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兵庫の魅力：特色ある５つの地域

神戸・阪神のほか、北は但馬、南は淡路、西は播磨まで、
多様な個性をもつ大きなフィールド

但馬

丹波

淡路

播磨

神戸・阪神
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令和４年度当初予算の特徴

令和４年度予算編成の基本方針
新たに策定した「県政改革方針」に基づき、持続可能な行財政基盤を確立し、新型コロナ

ウイルス感染症への対応、人口減少･超高齢化･多発する災害･温暖化･経済構造の変容等、
挑戦すべき課題に立ち向かい、躍動する兵庫の実現に向けた施策を推進

【躍動する兵庫の実現】
のびやかな試行錯誤を繰り返しながら新時代を切り拓いていく「躍動する兵庫」を実現

●オープンな県政の推進 ●誰も取り残さない県政の推進 ●県民ボトムアップ型県政の推進

【持続可能な行財政基盤の確立】
改革の着実な推進により収支均衡と将来負担の軽減を図りつつ、時代の変化に的確に対応

【イノベーション型行財政運営の実現】
職員一人ひとりからの自律的･多発的に業務の創意工夫や変革の提案がなされる県政の実現

●｢ビルド｣を重視した行財政運営 ●成果を重視した施策立案の導入
●透明性向上のための外部評価の積極的活用

【各部局長による創意工夫を生かしたマネジメント】
選択と集中を基本に施策の優先順位を明確にし、コロナ禍からの創造的復興をめざす
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「躍動する兵庫」へ ３つの視点 ～人･モノ･投資を呼び込む～

・ 五国の魅力を高める地域創生の推進
・ ひょうごフィールドパビリオン
・ チャレンジHYOGO就職大作戦の展開
・ スマートシティモデル事業の実施
・ 大阪湾ベイエリアの活性化
・ スポーツ･芸術文化の振興 など

・ ヤングケアラー支援体制の構築
・ 発達障害児の保育園入園支援の拡充
・ 困難を抱える妊産婦の支援
・ 高齢者･障害者等の避難対策の推進
・ 災害に強い県土づくり
・ 防犯･交通安全対策の強化 な
ど

新しい成長の種をまく 地域の価値を高める

安全安心の網を広げる

これらを支える
SDGsにつながる施策群

・ スタートアップの育成強化
・ 中小企業等の革新(DX人材の育成等)
・ 地場産業･農林水産業の新展開
・ 新たな観光戦略の推進
・ 水素社会の推進(姫路港のCNP化等)
・ 特色ある学校づくり など
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新型コロナウイルス感染症への対応
■入院医療体制等の確実な確保：592億円
・感染状況に応じて最大1,400床の病床確保が可能な空床補償予算を計上：445億円

・宿泊療養施設の確保(16施設)、酸素供給装置等の医療ケア体制整備：91億円

・自宅療養者等からの健康相談等に24時間対応するセンターを設置 ：12.1億円
※R4.1.28より設置しており、R3年度分についてはR3.2月経済対策補正予算において計上

■保健所等の体制整備：4.4億円
・民間人材や応援職員を含めた人員体制の整備、｢兵庫県感染情報共有システム｣の本格運用
※全県の感染情報や入院後の治療情報等を共有し、感染状況の把握・分析等への活用や保健所の業務負担を軽減

■検査体制の整備：89億円
・病院等への検査機器整備の支援や県検査機関における検査試薬の確保等を実施：12億円

・感染拡大傾向時での希望者への無料PCR検査等の予算を確保：76億円

・感染を早期発見し、事業継続を支援するため高齢者施設等の従事者に検査を実施：6,000万円
※4月又は5月に１回実施（1月～３月分についてはR3.2月経済対策補正予算にて計上（計5回））

■３回目接種の実施に向けたワクチン接種体制等の整備：49億円
・県独自の大規模接種会場を引き続き設置(姫路・西宮会場 ～R4.8月)：22億円
※姫路会場：旧姫路市文化センター 西宮会場：旧西宮市にしきた接種会場

・市町による集団接種会場への医療従事者派遣、医療機関の個別接種実施等を支援：25億円

(※)

(※)

(※)

(※)

(再掲)
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産業競争力の強化
■若者を対象とした｢ひょうごスタートアップアカデミー｣の開設：6,020万円
社会課題の解決に向け、起業も含め主体的に取り組む若者を育成するため、学生等の若年層を

対象としたアントレプレナーシップ教育を展開

※ ･･･起業家精神、ﾋﾞｼﾞﾈｽ及び金融の基本について、実践を通じて学ぶ課題解決型のｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

■SDGsチャレンジ事業の実施：5,000万円
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなSDGs課題解決に挑むｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟの事業構築･海外展開を、県･神戸市･UNOPS連携で支援
(海外実証･展開に向けた支援、専門家によるﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝの改善、ｾﾐﾅｰ･ｲﾍﾞﾝﾄの実施)

■ポストコロナを見据えた起業家への支援強化：5,300万円
コロナ禍で困難に直面しつつも再度起業を目指す方に対し、段階に応じた支援を実施

※事業展開中の事業者に対しては、新たな発想や技術に基づくｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出支援をR3.2月経済対策補正予算にて計上

■県内コワーキングスペースのネットワーク構築：140万円
起業家･支援者によるオンラインコミュニティを構築し、関係者の交流促進による協業･成長機会等を創出

(仮称)

●BizWorldﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾓﾃﾞﾙ導入
県内中学校・高校に実践型教育
プログラムをモデル導入

●BizWorldﾄﾗｲｱﾙの実施
公庫主催ｲﾍﾞﾝﾄに応募する高校生
にBizWorld短期ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施

●ひょうごｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ甲子園
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ受講者等によるﾃﾞﾓﾃﾞｲ
(ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｲﾍﾞﾝﾄ)を開催

●大学での起業人材育成
大学生を対象とした起業人材
育成講座を実施

(※)

再チャレンジとして起業する方への支援
事務所開設費、初度備品費、広告宣伝費等の支援

再チャレンジを目指す方への支援
専門家による課題解決･ビジネス構築支援 等

【新】

【拡】

【拡】

【新】

【拡】
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■ひょうご水素社会の推進：3.5億円
水素社会の実現に向けた気運醸成を図り、産学官連携した取組の更なる加速化を図るべく、

知事をトップとした｢ひょうご水素社会推進本部｣を設置し、県庁一体で取組を推進

■県有施設への再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入ポテンシャル調査の実施：1,200万円
県有施設への太陽光発電導入を見据え、未利用スペース等への導入可能性調査を実施
(県有施設の駐車場等 約500施設)

■カーボンニュートラル実現に向けた国際フォーラムの開催：100万円
脱炭素社会の実現に向けた県民･事業者の意識向上を図るため、先進事例の紹介等を行う国際

フォーラムを開催(令和４年12月予定)

グリーン化の推進

●成長産業における試作開発への支援：3,000万円
水素分野を含む成長産業分野における新製品の社会実装を目指
す県内中小企業を支援 (上限300万円)

●成長産業育成のための研究開発への支援：7,212万円
水素など成長産業分野に産学官連携で研究開発等に取り組む県
内中小企業を支援 (可能性調査：～100万円、応用研究：～1,000万円)

●水素ステーション等整備の促進：7,250万円
燃料電池ﾓﾋﾞﾘﾃｨを促進するため、水素ｽﾃｰｼｮﾝ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型水素供
給設備(※)、燃料電池ﾊﾞｽの導入費用を支援

※パッケージ型水素供給設備(右写真)
・規模は小さいが低コストで設置可能
・移設が可能、設置リスクが低い
・現地で水素を製造するため、輸送コスト不要

●ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙﾎﾟｰﾄ(CNP)形成計画の策定：3,000万円
姫路港におけるCNP(※)形成計画策定に向けた検討会や次世代
エネルギーの需要推計等を実施

※CNP･･･以下の取組を通じ、温室効果ｶ゙ ｽの排出を全体としてｾ゙ ﾛにする港湾
・水素･燃料ｱﾝﾓﾆｱ等の大量かつ安定･安価な受入環境の整備
・脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化
・集積する臨海部産業との連携

●｢ひょうご水素社会推進会議｣の設置：214万円
2050年の兵庫水素社会の実現に向け、先導的取組を本格展開
(県、地元自治体、企業、有識者により構成)

●水素を活用したｴﾈﾙｷﾞｰ地産地消ﾓﾃﾞﾙ導入：270万円
水素を製造･貯蔵･活用するｴﾈﾙｷﾞｰの地産地消ﾓﾃﾞﾙの構築･実装を
目指した計画策定･施設設計

連携

【新】

【新】

【新】

【新】

【新】

【拡】
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■2025年大阪・関西万博「ひょうごフィールドパビリオン」の展開：2,230万円
万博が生み出す活力を県内に波及させるため、万博会場における関西広域連合パビリオンへの

共同出展とあわせて、兵庫五国で｢ひょうごフィールドパビリオン」を展開
・ﾌｫｰﾗﾑや地域別説明会による資源掘り起こし･気運醸成や、地域のｺﾝﾃﾝﾂを発信するﾌﾟﾚｰﾔｰを公募
・本県の魅力を発信し、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝへの誘客につなげるため、市町や経済界等の関係者と
連携してｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝを策定するとともに、万博会場と県内で実施する展示基本計画を策定

五国の魅力向上

ひょうごフィールドパビリオン 関西広域連合ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ｢兵庫棟｣

●関西広域連合ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝに参画し、関西一体で
魅力を発信

●県独自の展示スペース｢兵庫棟｣(仮称)を出展
し、来場者が兵庫へ向かうきっかけを創出

●仮想体験や現地とのリアルタイム交流等を通
じ、フィールドパビリオンの情報発信

●グルメ、癒やし、絶景等、兵庫五国の観光地
としての魅力を発信

万博会場から五国各地の
フィールドパビリオン
への人の流れの創出

[兵庫が取り組んできたテーマ例]
・震災復興 ・伝統工芸
・農林水産業 ・健康と食
・地場産業 ・まちづくり

× SDGs

■地域で取り組むプレーヤーが発信する
「体験・対話の場」
SDGsを体現する取組である地域の主体的な活動の現
場に国内外から多くの人々を誘い、見て、学び、体
験していただく、県土全体をパビリオンに見立てた
取組をひょうご五国で展開

■既存施設を活かした魅力発信の拠点づくり
・HAT神戸の県立美術館ギャラリー棟などにおいて、
フィールドパビリオンのコンセプトや五国の魅力
の情報を発信

■兵庫デスティネーションキャンペーンにおける試行
・県内各地で体験型ツーリズム等を試行的に実施

■アクセス利便性の向上

・海上交通の充実等

■五国周遊促進策の検討
・バスなど二次交通の充実

・五国周遊パスポートの検討 等

■現地発着型のツアー造成 等

【拡】
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■発達障害児等の保育所等への受け入れ支援：3,500万円
・保育士･保護者への指導助言を行う支援カウンセラーの配置を支援
・発達障害児等を受け入れる私立認定こども園に対し、職員加配に要する経費を県独自で支援

■不妊治療を行う方への支援促進：170万円
・不妊症･不育症に関する普及啓発を行い、県民理解の向上、治療を受けやすい環境づくりを促進
・不妊治療と仕事の両立のための休暇制度導入や従業員への理解促進に取り組む企業に支援金を支給
支給金額 10万円/企業（１回限り）

■子宮頸がんワクチンの接種再開に向けた環境づくり：65万円
正しい知識の普及啓発や医療従事者等への研修会を実施し、ワクチン接種推進を後押し

■多胎育児家庭の外出への支援：500万円
大型育児用品の購入･レンタル費用の助成により、育児負担が大きい多胎

育児家庭を支援
補助金額 上限２万円/世帯（購入･レンタル費用の1/2）

子ども・子育て環境の充実

支援内容
※国制度では２名以上の
受け入れが必要対象施設 対象となる障害児を１名受け入れる私立認定こども園

補助金額 32,600円/月・人

【新】

【新】

【新】

【新】
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■ひょうご公民連携プラットフォームの機能拡充：380万円
社会課題の解決に向け、企業等とのマッチング･連携事業の具体化をさらに促進するため、

ひょうご公民連携プラットフォーム(R3.10月設置)の機能を拡充

■兵庫版ｼﾋﾞｯｸﾃｯｸ｢ひょうごTECHイノベーションプロジェクト｣：1,000万円
地域課題の解決を図るため、県内の起業家･事業者等の技術を活用した協働実証を実施

■Park－PFI事前調査の実施：1,780万円
民間資金や活力を導入した公園管理を実施するため、Park－PFI実施に必要な調査等を実施
(公園利用者等へのｱﾝｹｰﾄ、事業参加意向業者等へのﾋｱﾘﾝｸﾞ、実現可能な整備箇所の検討等)
調査個所 明石公園、播磨中央公園、赤穂海浜公園

開放性の高い県政の推進

新規案件対応

企業①

企業②

企業③

公民
連携
PF

電話等の対応が煩雑

公民連携ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄを整備

窓口一元化

連携実績掲載

情報の一元管理、発信の強化

問い合わせ後対応

企
業

公民
連携
PF

部局①

部局②

関係者のやりとり増大 情報共有の迅速化、事務の効率化

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理ｼｽﾃﾑ整備

PT毎にﾁｬｯﾄ
ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 作成

ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 内で
情報共有

課題の公募・選定
●県内市町から課題を公募

●専門家により重要性等踏まえ選定

事業者等の公募・選定
●実装可能な課題解決策を有する事

業者を公募、選定会議にて決定

協働実証の実施
●事業者が解決方策･技術仕様を検討
●市町･住民の協力を得て実証実験を実施
●県は実証実験経費を補助(上限50万円)

実証結果の公表･周知
●実証結果を課題解決事例として、
県内自治体へ広く情報提供
●事業者は自治体等へﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽ展開

●ポータルサイトの構築 ●外部専門家による助言

取り組むテーマに応じて
各分野の専門家が
プラットフォームへ助言

※想定分野：テクノロジー、
金融等

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰﾎﾞｰﾄﾞの設置

【新】

【新】

【新】
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初任給 行政Ａ（大卒程度）（令和３年４月現在）
206,437円（給料＋地域手当、神戸市内勤務の場合）

手 当 扶養手当、住居手当、通勤手当、
期末・勤勉手当（令和３年度実績4.30ヶ月分）など

昇 給 年１回

勤務時間 原則、8:15～17:00、8:45～17:30、9:00～17:45、9:30～18:15
の４形態、月曜から金曜の勤務。休日は土日祝

休 暇 年次有給休暇年間20日（4月新規採用者は15日）
夏季休暇５日、スポーツ休暇、結婚休暇、産前産後休暇 など

その他 育児休業、育児短時間勤務、介護休暇 など

勤務条件
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配属先

・合格後に個別面談を実施。希望する仕事内容や地域を聴取。
・それを踏まえて配属先を決定。4月1日に辞令交付式。

異動

・３～５年程度のサイクルで、本庁または地方機関を異動。
様々な部署を経験することで、幅広い視野と実務能力を習得。

・年に１回、希望する勤務地や職務を申告する機会。
・異動は、家庭事情等にも配慮。

配属先・異動
※知事部局以外は、各任命権者（警察本部警務課、教育委員会事務
局総務課又は教職員課）にお問い合わせください。

19



配属先・異動（例）
※知事部局以外は、各任命権者（警察本部警務課、教育委員会
事務局総務課又は教職員課）にお問い合わせください。

20

明石警察署
会計課

産業労働部
新産業課

警察本部
警務課

甲子園警察署
会計課

警察本部
総務課

洲本県税事務所
収税管理課

健康福祉部
疾病対策課

一般事務職

警察事務職

教育事務職 明石高校
教育委員会
義務教育課

歴史博物館
総務課

いなみ野
特別支援学校

総合土木職
加古川土木
道路第１課

丹波土木
河川課

県土整備部
港湾課

県土整備部
道路保全課

採用時 2つ目 3つ目 4つ目

東播磨県民局
総務企画室



○新任職員研修：前期（春）約10日間＋後期（秋）５日間

○一般研修 ：各階層に応じた知識・技術を修得する研修
（概ね３～５年ごと）

○特別研修 ：職務上必要な専門的知識を修得する各種研修

○派遣研修 ・中央省庁、大学院等
・海外事務所、民間企業等

○自己啓発支援：語学学習、通信教育等への支援 など

研修制度

※１知事部局以外は、各任命権者（警察本部警務課、教育委員会事務局総務課又は教職員課）にお問い合わせください。
※２新型コロナウイルス感染症の影響により、内容を一部変更する場合があります。 21



キャリアパス・研修制度の例
※知事部局以外は、各任命権者
（警察本部警務課、教育委員会事務局総務課
又は教職員課）にお問い合わせください。

22

職 員

主 任

副課長級職員

主 査

課長級職員

班長・主幹

幹部職員



兵庫県職員採用試験

行政Ａ(大卒程度）

（令和３年度実施結果）
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行政Ａ(大卒程度）試験実施結果（令和３年度）

24

80 523 102 5.1
6 44 8 5.5
24 96 34 2.8
7 24 11 2.2
3 17 5 3.4
16 53 19 2.8
4 14 5 2.8
4 15 5 3.0
2 8 3 2.7
26 35 21 1.7
4 11 5 2.2
1 2 2 1.0
3 2 1 2.0
3 8 3 2.7
13 53 16 3.3
196 905 240 3.8

採用
予定数

受験者数
最終
合格者数

競争
倍率

建築職（一般）
建築職（警察）
機 械 職
電 気 職
小中学校事務職

小　計

心 理 判 定 員
農 学 職
林 学 職
水 産 職
環 境 科 学 職
総 合 土 木 職

試験
区分

職種

行

政

Ａ

（

大

卒

程

度

）

一 般 事 務 職
警 察 事 務 職
教 育 事 務 職
児 童 福 祉 司



申込期間
（インターネット） ５月10日（月）～５月28日（金）17時
※インターネット申込のみです。郵送・持参による申込受付は行いません。

スマートフォンからも申込ができます。

試験日
筆記試験 ６月20日（日）
１次面接（行政Ａ） ７月５日（月）～７月16日（金）のうち指定する１日
最終面接（行政Ａ） ８月２日（月）～８月20日（金）のうち指定する１日

最終合格発表日
（ 行 政 Ａ ） ８月27日（金） 15時

行政Ａ採用試験（令和３年度）日程
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（事務系職種）一般事務職、警察事務職、教育事務職、

小中学校事務職

（技術系職種）児童福祉司、心理判定員、農学職、

林学職、水産職、環境科学職、

総合土木職、建築職（一般・警察）、

機械職、電気職

行政Ａ（大卒程度）職種 （令和３年度）
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○年齢要件 ２２歳～２７歳（令和４年４月１日現在）
※児童福祉司、心理判定員は45歳まで受験可能

○国籍要件 一部の職種では、日本国籍が必要です。

○欠格事項 地方公務員法第１６条各号に該当する等の

場合、受験できません。

○資格 一部の職種では、任用資格が必要です。

（取得見込を含みます）

行政Ａ（大卒程度）受験資格 （令和3年度）
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ண
੢

教養試験

専門試験

論文試験

1次面接試験

個別面接

適性検査

最終面接試験

個別面接

ਈ
ી
়
ત

筆記試験筆記試験 口述試験口述試験

行政Ａ（大卒程度）試験内容 （令和3年度）

技術系職種は
専門試験＋論文のみ
教養試験なし
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よくある質問

出身県、出身校によって、有利、不利があるのですか？Ｑ.

合格者は、採用試験の成績順位に従って決定され、
出身県、出身校による有利、不利は一切ありません。Ａ.
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よくある質問

合格すれば、必ず採用されるのですか？Ｑ.

最終合格者は、職種ごとに人事委員会が作成する採用候補者
名簿に氏名が登載されます。
その上で、任命権者（知事、教育委員会、警察本部長など）

が、名簿登載者を採用内定していきます。
最近の例を見ると、合格者は、健康上の問題などがある場合

を除いて全員採用されています。

Ａ.
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よくある質問

職場になじめるかどうか心配です。Ｑ.

職場では、一人ひとりに先輩職員がマン・ツー・マン指導員と
してつきます。仕事の進め方や困り事など、気軽に相談できます
ので、心配ありません。
また、採用後には新任職員研修が開催され、その間に多くの同

期と交流します。横の繋がりが広がり、友人もたくさんできます。
Ａ.
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①柔軟な発想力

②行動力

③課題への対応力

④責任感

兵庫県の求める能力

32



重要なのは、どんなことを経験して、何を学んだのか

・ボランティアに参加し、誰かのために働く喜びを知った
・研究論文の発表に一生懸命取り組んだ
・バイト先の売上アップで表彰された
・サークルで自分の役割に気付いた
・いろんな人に出会って視野を広げた

自分なりの経験が、進路を模索する力になる

学生のうちにやっておくべきことは？
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お問い合わせは、下記まで

兵庫県人事委員会事務局任用課任用班
〒650-8567  神戸市中央区下山手通5－10－1（兵庫県庁第３号館８階)

078-341-7711（代表) 内線5920,5921 ※平日９時～17時（土日祝日除く）

☆職員採用試験ポータルサイト
https://web.pref.hyogo.lg.jp/recruit/index.html

☆職員採用Twitter
https://twitter.com/hyogorecruiting

※ 看護師等の採用は、兵庫県病院局管理課職員班（078-362-3297）へ
※ 警察官の採用試験は、兵庫県警察官採用センター(0120-145-314)へ
※ 教員の採用試験は、兵庫県教育委員会事務局教職員課(078-362-3750)へ

ご清聴ありがとうございました
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